
問

駐
車
場
だ
っ
た
土
地

を
購
入
し
下
水
道
接
続
を

申
し
込
ん
だ
ら
、
公
共
汚

水
マ
ス
は
自
己
負
担
だ
と

言
わ
れ
た
。

市
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
市
が

設
置
・
管
理
す
る
部
分
は

下
水
管
か
ら
公
共
汚
水
マ

ス
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
供
用
開
始
後
、
将
来

的
に
公
共
マ
ス
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
自
己
負
担

で
設
置
と
さ
れ
て
い
る
。

自
己
負
担
を
求
め
る
と

す
れ
ば
下
水
道
受
益
者
負

担
金
を
徴
収
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長

受
益
者

負
担
金
は
、
下
水
道
の
整

備
に
よ
り
利
益
を
受
け
る

理
由
で
、
整
備
時
に
整
備

費
の
一
部
を
負
担
い
た
だ

い
て
い
る
。

整
備
時
に
建
物
の
建
設

予
定
が
な
く
、
汚
水
が
発

生
し
な
い
土
地
だ
と
所
有

者
が
判
断
し
た
場
合
、
公

共
マ
ス
不
用
に
係
る
確
認

事
項
と
負
担
金
徴
収
猶
予

免
除
申
請
書
を
提
出
し
、

負
担
金
の
徴
収
を
猶
予
し

汚
水
マ
ス
を
設
置
し
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
場
合
、
後
に
下
水

道
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
際
に
は
、
猶
予
し
た

受
益
者
負
担
金
を
負
担

し
、
汚
水
マ
ス
設
置
及
び

下
水
道
管
へ
の
接
続
は
自

己
負
担
で
行
っ
て
頂
く
取

り
決
め
だ
。

問

汚
水
マ
ス
は
自
己
負

担
だ
と
言
わ
れ

万
円
も

50

か
か
り
、
さ
ら
に
受
益
者

負
担
金
が
上
限

万
円
も

30

か
か
り
、
若
い
人
が
住
宅

を
建
て
定
住
し
よ
う
と
し

た
ら
大
変
な
負
担
だ
。

受
益
者
負
担
金
は
末
端

管
渠
費
相
当
額
を
目
安
と

す
る
と
し
て
お
り
、
公
共

汚
水
マ
ス
は
末
端
管
渠
費

で
あ
り
、
二
重
の
負
担
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

下
水
道
は
公
共
政
策
で

あ
り
、
公
共
汚
水
マ
ス
設

置
要
綱
を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

上
下
水
道
部
長

前
例
と

の
整
合
性
も
あ
り
見
直
す

考
え
は
な
い
。

公
共
汚
水
マ
ス
は
取
引

の
重
要
説
明
事
項
で
あ

り
、
不
動
産
業
者
に
徹
底

を
お
願
い
し
て
い
る
。
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加 藤 太 一
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２４－５９３５
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宝徳仲田56
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菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

吉
村
県
政
３
期
目
の
予
算
概
要

独
自
の
継
続
等
々
、
県
民
要
求
に
叶
う

事
業
の
前
進
を
図
り
ま
す
。

☆
吉
村
知
事
へ
の
２
度
目
の
質
問
☆

日
（
月
）
予
算
特
別
委
員
会
傍
聴

12

に
お
い
で
下
さ
い
。

午
前
９
時
、
地
区
委
員
会
事
務
所
出

発
、鶴
岡
帰
着
午
後
３
時
以
降
の
予
定
。

前
日
ま
で
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
中
継
有

り
。

時

分
か
ら

分
）。

11

10

60

質
問
テ
ー
マ
は
、
南
ス
ー
ダ
ンP

K
O

派
遣
、
社
会
保
障
構
造
改
革
、
就
学
援

助
、
発
達
障
害
者
支
援
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
や
ま
が
た
モ
リ
ノ
ミ
ク
ス

で
す
。

（
県
議

関

徹
）

月
２
日
（
金
）
、

月
定
例
会
が

12

12

開
会
、
吉
村
県
政
３
期
目
の
方
向
性
を

示
す
２
０
１
７
年
度
予
算
概
算
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
「
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
を
第
一
」
と
す
る
姿
勢
を
伺
わ
せ

る
新
規
事
業
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
福
祉
灯
油
、
○
学
童
保
育
兄
弟
姉
妹

利
用
料
助
成
、
○
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
支
援
、
○
高
齢
者
生
活
支
援
拠

点
、
○
小
規
模
稲
作
農
家
の
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
型
支
援
、
○
小
規
模
事
業
者
を

対
象
と
し
た
助
成
制
度
創
設
な
ど
中
小

企
業
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
充

実
、
○
福
島
か
ら
の
自
主
避
難
者
に
対

す
る
借
り
上
げ
住
宅
の
無
償
提
供
の
県

１
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
①
下
水
道
公
共
汚
水
マ

ス
と
受
益
者
負
担
金
②
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
の

取
り
組
み
③
学
校
給
食
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
金
と
二
重
負
担
に

づ
く
り
と
の
相
乗
効
果
を

考
え
た
農
業
活
性
化
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長

食
の
都

庄
内
と
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
は
と
も
に
食
を

起
点
と
し
、
多
彩
な
農
林

水
産
物
や
豊
か
な
食
文
化

を
広
く
情
報
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
と
地
域

農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
目
的
を
同
じ

く
す
る
。

具
体
的
に
は
、
県
で
は

首
都
圏
な
ど
大
消
費
地
に

お
け
る
販
売
促
進
活
動
に

関
係
自
治
体
を
巻
き
込
ん

で
賑
わ
い
を
持
た
せ
、
市

で
は
Ｐ
Ｒ
す
る
商
品
の
背

景
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
加
え

る
な
ど
よ
り
細
か
な
戦
略

で
行
う
こ
と
が
重
要
だ
。

県
と
の
連
携
で
効
果
的

な
事
業
に
つ
い
て
は
今
後

も
提
案
し
て
い
く
。

問

伝
統
野
菜
や
在
来
作

物
の
継
承
に
力
を
入
れ
て

い
る
が
、
生
産
だ
け
で
な

く
加
工
や
流
通
、
販
売
、

消
費
、
学
校
給
食
ま
で
視

野
に
入
れ
た
取
り
組
み
は

こ
れ
か
ら
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長

平
成
26

年
度
か
ら
鶴
岡
産
漬
物
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
在
来

作
物
を
利
用
し
た
新
た
な

漬
物
の
開
発
を
行
っ
て
き

て
い
る
。

先
月

日
に
は
都
内
で

21

首
都
圏
の
料
理
人
や
飲
食

店
関
係
者
に
紹
介
す
る
フ

ァ
ン
拡
大
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

今
年
度
は
旅
館
や
飲
食

業
中
心
に
、
在
来
作
物
を

含
め
た
農
林
水
産
物
の
需

要
量
の
調
査
を
実
施
し
、

潜
在
的
な
消
費
需
要
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問

県
の
庄
内
浜
文
化
伝

道
師
の
養
成
事
業
と
伝
道

師
の
料
理
教
室
が
県
内
で

多
彩
に
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
」
の
担
い
手
の

養
成
、
農
業
活
性
化
の
担

い
手
養
成
事
業
が
必
要
で

は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長

鶴
岡
食

文
化
創
造
都
市
推
進
協
議

会
に
お
い
て
若
手
料
理
人

を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

本
年
４
月
に
は
、
山
形

大
学
農
学
部
と
鶴
岡
市
が

中
心
と
な
り
、
地
域
定
住

農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
立
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
都
市
」
で
農
業
活
性
化
を

問

鶴
岡
市
は
日
本
で
唯

一
の
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
」
の
認
定
を
受

け
て
２
年
が
経
過
し
た
。

県
の
「
食
の
都
庄
内
」



（
１
面
の
つ
づ
き
）

就
農
に
必
要
な
総
合
的

・
継
続
的
支
援
を
実
施
、

今
年
度
は
就
農
経
営
計
画

・
農
産
物
加
工
販
売
を
中

心
と
し
た
食
と
農
の
ビ
ジ

ネ
ス
塾
講
座
を
８
月
に
開

講
、

人
が
受
講
し
た
。

14
来
年
度
以
降
は
新
規
就

農
者
に
向
け
た
農
業
開
始

塾
も
開
講
し
、
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月2日入札分

・平成28年度 鶴岡市特定環境保全公共下水道事業 堅苔沢地区地質調
査業務（堅苔沢地内）（入札6業者うち1業者辞退）
(株)榎本測量設計事務所 3,350,000円（4,232,000円）

期間～29/1/31（落札率79.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月1日入札分

・市道余慶町西茅原線地質調査業務（余慶町地内）（入札16業者）
応用地質(株) 13,550,000円（15,243,000円）期間～29/3/24（落札率88.9％）
・本町三丁目大督寺線ほか１路線測量業務（家中新町地内）（入札12
業者）
(株)アサヒ技術 1,800,000円（1,920,000円）期間～29/3/15（落札率93.8％）

コミュニティ推進課入札結果（ ）内は予定価格
12月1日入札分

・湯野浜コミュニティセンター空調設備等工事（入札2業者）
桜井管工業(株) 18,729,000円（20,810,000円）

工期～29/2/28（落札率90.0％）

月

日
、
鶴
岡
協
同

11

26

の
家
こ
ぴ
あ
ホ
ー
ル
に

て
、
つ
る
お
か
・
た
が
わ

九
条
の
会
主
催
の
宇
都
宮

健
児
氏
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
氏
は
、
「
鶴
岡

は
食
べ
物
は
お
い
し
い

し
、
私
の
好
き
な
藤
沢
周

平
さ
ん
の
故
郷
で
も
あ
り

連
法
に
反
対
す
る
マ
マ
の

会
」
を
立
ち
上
げ
戦
争
法

反
対
の
う
ね
り
が
大
き
く

な
る
な
か
、
自
公
政
権
に

よ
る
安
保
法
制
の
強
行
採

決
を
行
っ
た
こ
と
は
重
大

で
あ
る
と
し
、
今
後
自
公

政
権
が
憲
法
改
悪
を
ど
う

す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
そ
れ
を
許
さ
な
い

た
た
か
い
を
ど
う
す
す
め

る
か
に
つ
い
て
詳
し
く
話

し
ま
し
た
。

今
年
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
自
公
政
権
が
衆
参
で

３
分
の
２
の
議
席
数
を
占

め
、
改
憲
発
議
が
で
き
る

条
件
が
で
き
た
こ
と
や
、

こ
の
間
自
民
党
が
発
表
し

た
「
自
民
党
改
憲
草
案
」

に
触
れ
、
立
憲
主
義
を
放

棄
し
、
憲
法
を
「
権
力
を

縛
る
も
の
か
ら
国
民
を
縛

る
も
の
」
に
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
、
平
和
主

義
を
放
棄
し
軍
隊
の
創
設

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
、

緊
急
事
態
条
項
を
新
た
に

設
け
、
議
会
制
民
主
主
義

も
国
民
の
権
利
も
破
壊
す

る
危
険
な
改
憲
の
動
き
が

強
ま
っ
て
い
る
、
と
し
ま

し
た
。

特
に
憲
法
の
「
基
本
的

人
権
」
に
つ
い
て
、
戦
前

の
暗
黒
政
治
の
な
か
で
普

通
選
挙
法
と
抱
き
合
わ
せ

で
成
立
し
た
「
治
安
維
持

法
」
に
よ
り
、
進
歩
的
、

民
主
的
な
人
た
ち
の
多
く

が
投
獄
さ
れ
、
侵
略
戦
争

に
突
き
進
ん
で
い
っ
た
こ

と
、
そ
の
後
、
戦
争
の
惨

禍
が
再
び
起
こ
る
こ
の
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
で

き
た
戦
後
憲
法
の
中
で
、

人
類
の
多
年
に
わ
た
る
成

果
と
し
て
永
久
の
権
利
と

し
て
保
障
さ
れ
る
基
本
的

人
権
条
項
を
自
民
党
改
憲

草
案
で
は
削
除
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
で

憲
法
改
悪
、
戦
争
法
の
廃

止
を
求
め
る
勢
力
を
多
数

と
す
る
た
め
に
、
選
挙
や

裁
判
で
た
た
か
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
や
、
今
後

の
運
動
の
課
題
と
し
て
、

野
党
共
闘
や
安
保
法
制
の

廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復

を
求
め
る
市
民
連
合
と
連

携
し
、
憲
法
改
悪
と
戦
争

法
に
反
対
す
る
勢
力
を
広

く
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ

と
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

記
念
講
演
会
に
は
２
６

０
人
と
多
く
の
方
が
参

加
。
「
宇
都
宮
さ
ん
の
話

は
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
、
う
な
ず
け
る
も
の
だ

っ
た
。
ま
た
。
鶴
岡
に
来

て
も
ら
い
た
い
。
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

問

「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
鶴
岡
」
を
受
け

て
、
学
校
給
食
の
目
指
す

目
標
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
部
長

栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
安
全
で
お

い
し
い
給
食
の
提
供
に
よ

り
、
心
身
と
も
に
健
や
か

な
子
ど
も
の
成
長
を
育
む

と
共
に
、
望
ま
し
い
食
習

慣
の
育
成
と
、
地
産
地
消

の
推
進
や
食
文
化
創
造
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
食
育
、

食
文
化
の
継
承
に
努
め
る

と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
学
校
給

食
発
祥
の
地
と
し
て
当
時

の
給
食
を
再
現
し
た
お
に

ぎ
り
給
食
、
献
立
に
大
黒

様
の
お
歳
夜
・
田
の
神
上

げ
等
の
郷
土
食
・
行
事
食

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
新
た
に
、
全

国
的
取
り
組
み
で
あ
る

「
出
汁
で
味
わ
う
和
食
の

日
」
と
し
て
、
天
然
素
材

の
出
汁
を
使
っ
た
汁
物
を

実
施
し
た
。

さ
ら
に
ユ
ネ
ス
コ
食
文

化
創
造
都
市
特
別
献
立
推

進
事
業
と
し
て
、
３
学
期

に
は
精
進
料
理
で
あ
る
ゴ

マ
豆
腐
を
給
食
用
に
加
工

し
提
供
す
る
予
定
だ
。

問

学
校
給
食
費
の
助
成

の
動
き
は
県
内
で
も
広
が

っ
て
き
た
。

義
務
教
育
は
無
償
が
原

則
で
あ
り
、
食
育
と
し
て

の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た

本
市
で
も
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

教
育
部
長

子
育
て
支
援

に
つ
い
て
関
係
部
局
が
総

合
的
に
検
討
し
そ
の
充
実

に
努
め
て
お
り
、
給
食
費

の
負
担
軽
減
、
無
償
化
は

考
え
て
い
な
い
。

問

さ
い
た
ま
市
は
昨
年

７
月
に
市
内
全
て
の
市
立

小
中
学
校
で
、
セ
ン
タ
ー

方
式
か
ら
自
校
方
式
に
変

更
、
新
潟
県
五
泉
市
で
も

２
０
０
６
年
度
に
転
換
を

図
っ
て
い
る
。

和
食
や
京
野
菜
を
学
校

給
食
に
取
り
入
れ
、
食
文

化
の
伝
承
を
進
め
て
い
る

京
都
市
は
自
校
方
式
だ
。

将
来
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
時
期
を
見
通

し
、
自
校
給
食
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長

共
同
調
理
場

で
提
供
す
る
方
式
は
、
昭

和

年
に
山
形
県
で
最
初

40
の
取
り
組
み
と
し
て
鶴
岡

で
始
ま
っ
た
。

本
市
で
は

年
に
わ
た

50

り
セ
ン
タ
ー
方
式
が
実
施

さ
れ
、
調
理
方
式
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
克
服
し
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
生
か
す
努
力

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

自
校
方
式
へ
の
転
換
は

考
え
て
い
な
い
。

学
校
給
食
無
償
化
・
自
校
方
式
へ
転
換
を

ま
す
。
こ
の
地
に
来

る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
」

と
、
冒
頭
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

宇
都
宮
氏
は
、
憲

法
が
今
最
大
の
危
機

を
迎
え
て
い
る
と
し

て
、
昨
年
９
月
に
日

本
の
憲
法
学
者
の
９

割
が
憲
法
上
違
憲
と

し
、
若
者
た
ち
や
お

母
さ
ん
た
ち
が
「
シ

ー
ル
ズ
」
、「
安
保
関


